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大制大醐



市毎珊ft34.1111附 〒630 二条大路商了目11・お知ら包

意
ホ 良市公民館大 ム一品

外同人から見た奈良、 H本;荷主盟大会も間協

・とき 1月" 日働、2月 2日(日) ・ところ 中央公民館 11二三条町23-4 ft包括 6S(6)

中央公民館を臥じめ市内21の弘、民館で芯 ~疋敏育の樋~と して多惨~学習活劃わ行わ

れています.日ごろ T学習院泉を広くm院のみ怒さんlζ発愛し 公民館と地質社会との.m
の舗を広げるためご開きます.

大会中さ.ざ.忽催しび開b'fI:J"すので ぜひこの後釘ζ公民館にお組しくfささい.

.開会記意講演
Iとをllj)ll日幽前岬哨

"・*-"'1
I鱒舗"制白人

(フ リ ーアナウ~サー)

【テマ】 明日aらの自分の為に

.31日個
師 陣示閥 午前畑守一午後5崎川陪釧
公民館で学習した人た%の.盛岡写奥・..岡 焼

毒物剥繍パッチワーク事の作品展示

。人慣に刊で割引事ル軒とピ問問

午前9・e唱件、午後5時"陪念宣)
17 マ1 市民の交4とilii'iの鎗金広げよう
。相暗 午後1時半-，時 (5"_-j;一川

合同向 寝醤河町嵯 グノス 毎陶 '"期縫等.公"

iJIf1 1'_グループによる争膏受ん

。刺聖断付ー 午前ゆト午後2時(団体連絡草創作竜}

.1日出
。作1i18;f，実費 T1・9時宇一午後S時 ，.陪盆宣)

臥 纏について脅える山崎紅白才醐

午前9時字、午後5時何時盆室)

。ファミリーコンザート

fi':-'.t:-フル山テ旧日ごよる…しみj
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